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議事要旨(1) 引当金専門委員会における検討状況について 

 

冒頭、逆瀬副委員長（専門委員長）及び荻原主任研究員より引当金専門委員会において検

討された論点整理のコメント募集及び論点整理の文案について資料に基づき説明がなされた。

その後、次のような質疑応答が行われた。 

 

・「蓋然性規準」を「認識要件」と表現を揃えるため「蓋然性要件」に修正したことについて、

むしろ「規準」に揃える方が適切ではないかとする意見があった。これに対して事務局より、

いずれも「criterion」に相当する用語であり「要件」に揃えたものであるが、再度検討する

旨の回答があった。 

 

・IASB の直近（2009 年 8 月 1 日現在）の作業計画表では、IAS 第 37 号改訂については年内

に「公開草案又は基準」となっているが、改訂案の内容に対して国際的に異論も多いことか

ら、公開草案を再公表するよう働きかけた方がよいとする意見があった。これに対して事務

局より、IASB との定期協議の中で取り上げることを考えたい旨の回答があった。 
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